
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 聖泉大学 
設置者名 学校法人聖泉学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間学部 人間心理学科 
夜 ・

通信 
55 55 13 

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
143 143 13 

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(修学上の情報等)>授業科目、授業の方法及び内容

並びに年間授業計画>講義概要・授業計画＜シラバス＞

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure

上記 WEB シラバスの検索条件で「実務経験のある教員等による授業科目」にチェック 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

記載なし 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 聖泉大学 

設置者名 学校法人聖泉学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報（教育上の基礎的な情報）>寄附行為、役員名簿、

役員等報酬規程>役員名簿【PDF】 
https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 病院事務長 
令和 8年 3月 28日～ 

４年以内に終了する 

会計年度のうち最終

のものに関する定時

評議員会終結の時ま

で 

入試・広報 

非常勤 副市長 産学官連携 

（備考） 

学外者は、上記の他 1名、計３名の理事を配置している。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 聖泉大学 

設置者名 学校法人聖泉学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

○ 本学におけるシラバスの作成は、全ての学部（人間学部・看護学部）において学

内教務システムを利用し、以下の手順で作成及び学生に公開している。 

 教務委員会において、「シラバス作成要項」を作成（改訂）の上、1月上旬に

各授業担当教員に作成依頼し、各授業担当教員は、学内教務システムにより

要項に従ってシラバス原稿を入力する。 

 入力内容については、教務委員会において「シラバスチェック実施要項」に

基づいてチェックし、授業担当者の修正等を経て完成する。 

 3月下旬に当教務システムにより、学生に公開するが、別途、聖泉大学 HPに

おいても公開している。 

○ シラバスの記載項目としては、(1)授業コード（ナンバリング）、(2)ディプロマ・

ポリシー、(3)授業の概要、(4)授業のねらい、(5)授業の到達目標、(6)授業スケ

ジュール、(7)履修要件、(8)成績評価の方法・基準、(9)教科書・テキスト、(10)

参考書、(11)授業外学習の指示及び課題等のフィードバック、(12)オフィスアワ

ー、(13)担当教員からのメッセージ、(14)担当教員の連絡先としている。また、

実務家教員の担当する授業については、「実務経験のある教員等による授業科目」

としてチェックボックスを設けており、学内教務システムから検索によって抽出

することも可能としている。また上記(11)において課題等のフィードバック方法

を明記し、学生の継続的な学習が行なえるように計画している。 

授業計画書の公表方法 

聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(修学上の情報等)>授

業科目、授業の方法及び内容並びに年間授業計画>講義概

要・授業計画＜シラバス＞ 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

全ての学部（人間学部・看護学部）において、以下のとおり取り扱っている。また、

学生には、年度当初または前年度末に「履修要項」を配布し周知している。令和 6年

度より人間学部が学生募集停止となり、現 1、2及び 3年生は在籍していないが、4年

生の学生には、学内教務システムを利用して、再度履修要項（電子データ）を配信し、

履修規程に沿いながら学修成果の適切化を周知している。 

本学では、予め学生に示したシラバスにおいて、各授業科目に設定された「授業の

到達目標」と「成績評価の方法・基準」に基づき、厳格かつ適正に成績評価を行って

いる。 

また、評価の結果、自身の成績に質問がある学生には、「成績調査」の期間を設け、

「成績調査願」により回答することで、教育機関として説明責任を果たすとともに、学

生の納得性を高める措置を行っている。両学部とも履修要項に履修規程を掲げて「不

服申し立て」条項にその旨記載している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

○ 成績評価及び単位の認定 

(1) 成績の評定 

成績の評価は、それぞれの科目の評価方法に従い判定される。評価は 100点

満点とする評点によって行われ、60点以上を合格、それに満たないものを不

合格とする。評点と評価の関係は以下の表のとおり。 

(2) 単位認定 

成績評価におけるＳ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、その科目の配当学期末に所定

の単位を評価する。なお、最終の成績は、その科目の配当学年末に認定する。 

 

○ 成績評価の判定基準及びＧＰＡの算出方法 

 
ＧＰＡ ＝ 
（ＧＰ×単位数）の合計 ÷ 総単位数（履修登録した科目すべての単位数） 

 

判定 評価 評点 ＧＰ 内  容 

合格 

Ｓ 100～90 4 学修目標を充分に達成し、かつ著しく

優秀である。 

Ａ 89～80 3 学修目標を充分に達成している。 

Ｂ 79～70 2 学修目標をほぼ達成している。 

Ｃ 69～60 1 学修目標の最低ラインに達している。 

不合格 Ｄ 59点以下 0 単位取得には、さらなる学習が必要で

ある。 

認定 Ｑ － 対象外 学則による単位認定 

認定不可 Ｆ － 0 放棄及び単位認定不可 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(修学上の情報等)> 
学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たって

の基準>成績評価及び単位認定【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【人間学部 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の基本理念は、建学の精神を継承し、学則第 1条に「本学は、教育基本法およ

び学校教育法の定めるところに従い、高等学校教育の基礎の上に、さらに教養教育お

よび専門教育を体系的に授けるとともに、人間に対する理解を深め、広く社会と地域

に貢献できる人材を育成すること」と表現されています。 

人間学部（以下本学部）は、この教育理念を受け、本学部の課程において 124単位

以上の単位修得と必修等の条件を充たし、次のような能力・資質を備えた人物に対し

て学位を授与します。 

(1) 人間の多様性を理解し受け入れる能力（多様性理解） 

心と行動の多様性と可塑性を理解し、他者に対する共感的な感覚や態度を身につ

け、地域社会の一員として考え、行動できる。 

(2) 自律的で意欲的な態度（自律性） 

キャリアにおける目標を持ち、その実現のために考え、意欲的に、かつ責任をも

って行動することができる。 

(3) コミュニケーション力 

人間に共通する心的作用や行動パターンから心と行動の普遍性を理解したうえ

で、さまざまな人々と協働して問題解決にあたることができる。 

(4) 専門的知識・技能の習得 

心理学および心を生み出す身体の機構、心を取りまく社会についての基本的知識

と技能を習得している。 

(5) 地域や他者に能動的に貢献する姿勢（地域貢献性） 

地域や他者のために主体的・積極的に行動し、貢献することができる。 

(6) 問題発見・解決力 

さまざまなツールを活用して情報収集や情報分析ができ、客観的なデータに基づ

いて問題を発見したり、解決のアイデアを構想したりすることができる。 

 

【看護学部 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の建学の精神は、「人間に対する理解を深め、広く社会と地域に貢献できる人材

を育成する」ことです。この精神を具体化するために、卒業までに「自ら考え、判断

し、行動する能力」と「他者を尊重・理解し、関係を構築する能力」をあわせもつ「人

間力」を培い、地域に貢献できる人材を育成することを教育理念に置いています。 

看護学部はこれらの教育理念を受け、本学部の課程において 124単位以上の単位修得

と必修科目の履修等の条件を充たし、次のような能力・資質を備えた人物に学位を授

与します。 

(1) 自ら成長する力（知識・理解）（態度・志向性） 

① 自己の将来像と目標をもち、社会人として自ら考え、判断し、行動できる力

を養う。 

② 学習の経験を関連付けながら学修を重ね、専門職としての使命と役割を認識

できる。 

(2) 他者と関係性を築く力 （汎用的技能） 

① 相手の考えを尊重し、自己の考えも相手に伝える豊かなコミュニケーション

力を身につける。 

② 多様な価値観・信条をもつ人々に対し、共感的態度で接し、信頼関係を築く

ことができる。 

(3) 人間の生命と尊厳を護る力 （態度・志向性） 

① 愛しみのこころをもち、人間の生命と尊厳、権利を護り、その人らしい生き

方を支援できる。 

② 自己を省みる姿勢をもち、誠実で責任のある行動をとることができる。 



  

(4) 人間を総合的に理解する力 （汎用的技能）  

① 様々な環境、生活背景を持つ人々を、身体的、精神的、社会的、文化的側面

から理解できる。 

② あらゆる発達段階、健康レベルにある人々を、地域で生活を営む人として捉

えることができる。 

(5) 論理的に思考し、根拠に基づき実践する力 （統合的な学習経験と創造的思考力）  

① 対象者の健康課題を思考、判断し、根拠に基づいた最良のケアを計画、実施、

評価できる。 

② 対象者の意思決定を支え、自立を支える柔軟かつ創造的なケアを導くことが

できる。 

(6) 協働、連携する力 （態度・志向性）（汎用的技能） 

① 多様な看護活動の場を理解し、保健・医療・福祉チームの一員として多職種

と協働、連携できる。 

② 健康づくりのパートナーとして、コミュニティの人々と共に健康推進活動に

参画、実践できる。 

(7) グローバルな視野で応用する力 （総合的な学習経験と創造的思考力）  

① 人々の健康や生活を捉え、国、民族、文化の違いを超えた看護の役割を認識

できる。 

② 地域の健康課題の解決、ヘルスシステムの充実に向けて、包括的な視野から

政策を考察できる。 

(8) 継続学習と社会に発信する力 （総合的な学習経験と創造的思考力）  

① 多様化する人々の健康ニーズに対し、広域的、継続的に専門性を深化、探求

する力を身につける。 

② 社会の動向や技術の進展をふまえ、看護の発展に寄与、発信する姿勢を身に

つける。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

聖泉大学ＨＰによる公表 

【人間学部のディプロマ・ポリシー】 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情

報)>1.学部、学科、課程、研究科、専攻ごとの名称及び教育

研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>人間学部【PDF】 

【看護学部のディプロマ・ポリシー】 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情

報)>1.学部、学科、課程、研究科、専攻ごとの名称及び教育

研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>看護学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 聖泉大学 

設置者名 学校法人聖泉学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

聖泉大学ＨＰによる公表 
トップ>大学案内>情報公開>財務情報>令和 7年度>収
支計算書・貸借対照表【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

収支計算書又は損益計算書 

聖泉大学ＨＰによる公表 
トップ>大学案内>情報公開>財務情報>令和 7年度>収
支計算書・貸借対照表【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

財産目録 

聖泉大学ＨＰによる公表 
トップ>大学案内>情報公開>財務情報>令和 7年度>財
産目録【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

事業報告書 

聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>財務情報>令和 7年度>事

業報告書【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

監事による監査報告（書） 

聖泉大学ＨＰによる公表 
トップ>大学案内>情報公開>財務情報>令和 7年度>監
査報告【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：聖泉大学ＨＰによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>研究・地域貢献・その他>自己点検・評価等 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 



  

公表方法：聖泉大学ＨＰによる公表 
トップ>大学案内>情報公開>研究・地域貢献・その他>自己点検・評価等 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間学部 

教育研究上の目的（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅲ.教育研究上の目的>人間学部・看護

学部の目的【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

人間学部人間心理学科では、心理学を基盤として人間の発育・発達や心身の諸活動を捉

え、自己理解と他者共感の力を養うとともに、科学的知識に基づいた実践力を発揮し、豊

かで健康的に生き、併せて経済・経営の専門的知識やビジネススキルを獲得し、自らのキ

ャリアを積極的に切り開き、社会に貢献できる人材の養成を目的とする。 

（学則第５条第２項第１号） 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>人間学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【人間学部 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の基本理念は、建学の精神を継承し、学則第 1 条に「本学は、教育基本法および学

校教育法の定めるところに従い、高等学校教育の基礎の上に、さらに教養教育および専門

教育を体系的に授けるとともに、人間に対する理解を深め、広く社会と地域に貢献できる

人材を育成すること」と表現されています。 

人間学部（以下本学部）は、この教育理念を受け、本学部の課程において 124 単位以上

の単位修得と必修等の条件を充たし、次のような能力・資質を備えた人物に対して学位を

授与します。 

(1) 人間の多様性を理解し受け入れる能力（多様性理解） 

心と行動の多様性と可塑性を理解し、他者に対する共感的な感覚や態度を身につけ、

地域社会の一員として考え、行動できる。 

(2) 自律的で意欲的な態度（自律性） 

キャリアにおける目標を持ち、その実現のために考え、意欲的に、かつ責任をもって

行動することができる。 

(3) コミュニケーション力 

人間に共通する心的作用や行動パターンから心と行動の普遍性を理解したうえで、さ

まざまな人々と協働して問題解決にあたることができる。 

(4) 専門的知識・技能の習得 

心理学および心を生み出す身体の機構、心を取りまく社会についての基本的知識と技

能を習得している。 

(5) 地域や他者に能動的に貢献する姿勢（地域貢献性） 

地域や他者のために主体的・積極的に行動し、貢献することができる。 

(6) 問題発見・解決力 

さまざまなツールを活用して情報収集や情報分析ができ、客観的なデータに基づいて

問題を発見したり、解決のアイデアを構想したりすることができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>人間学部【PDF】 



  

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【人間学部の教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

本学部では卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる目標を達成す

るために、教養科目、キャリア教育科目、専門科目、特殊演習・ゼミを体系的に編成し、

講義・演習・実習を適切に組み合わせた授業を開講します。  

(1) 教育内容について 

(ア) 「教養科目」 

ディプロマ・ポリシーで挙げた 6 つの能力・資質のうち、主として「①多様性の

理解」を担う科目です。 

「教養科目」のうち「語学科目」は、国際社会のみならず地域社会に生きる外国人

とのコミュニケーションを 実現するための科目です。グローバルな共通語であ

る英語と、滋賀県とも関連の深い中国の言語である中国語を学びます。また、日

本語で正確かつ論理的に文章表現する力を育成するための科目も設置します。 

「情報処理科目」では、現代社会では欠かせないコンピュータを用いた情報処理

の基本的スキルを獲得します。 

「人文科学領域科目」「社会科学領域科目」「自然科学領域科目」「体育・健康領

域科目」では、幅広い教養やさまざまな立場におけるものの見方の獲得を目的と

し、現代社会における広範な問題の理解のための基礎的視点や考え方を学びま

す。 

「留学生科目」は留学生を対象とした科目であり、留学生が日本で学び、深くコ

ミュニケーションできるようになるための実践的日本語力の育成を目指します。 

(イ) 「キャリア教育科目」 

ディプロマ・ポリシーで挙げた 6 つの能力・資質のうち、主として「②自律性」

および「③コミュニケーショ ン力」の育成を担う科目です。「キャリア教育科

目」では、初年次教育を通して大学への適応をはかるとともに、社会に出てから

のコミュニ ケーション・スキルを身につけます。また、自分のキャリアについ

て自律的・主体的に考え、社会に向けて一歩 踏み出す力を身につけます。 

(ウ) 「専門科目」 

ディプロマ・ポリシーで挙げた 6 つの能力・資質のうち、主として「④専門的知

識・技能の習得」を担う科目です。 

心理学および心を生み出す身体の機構、心を取りまく社会についての基本的知識

と技能を習得するため、「心理学科目」と「心理学関連科目」、また、後述の「特

殊演習・ゼミ（・卒論）」からなる「専門科目」を配置し、1 年次から 4 年次ま

で段階的に配当します。「心理学科目」は「心理学学習の基礎を作る科目」「人

間心理を探究する方法を学ぶ科目」「状況に応じた心の動きを学ぶ科目」「他者

を支えるスキルを学ぶ科目」からなっており、「心理学関連科目」は「地域や社

会の仕組みや動きを学ぶ科目」「身体の仕組みや運動を学ぶ科目」「運動 を支え

るスキルを学ぶ科目」からなっています。 

(エ) 「特殊演習・ゼミ」 

ディプロマ・ポリシーで挙げた 6 つの能力のうち、主として「⑤地域貢献性」お

よび「⑥問題発見・解決力」の育成を担う科目です。 

「プロジェクト演習」では心理学および心を生み出す身体の機構、心を取りまく

社会についての知識と技能を活用するための実践的学修をします。また、「専門

演習」では担当教員の指導を受けながら、これまでの活動や学修の集大成として

卒業論文を作成します。  

(2) 教育方法 

① 初年次教育 

初年次教育の大きな狙いを課題解決型アクティブ・ラーニング実施の基礎となる

チーム・コミュニケーション力と言語表現力の育成に置き、反復学習を重視した

教育方法を実施します。 



  

② 専門科目 

主体的な学びの力を高めるために、「専門科目」「特殊演習・ゼミ・卒論」を中

心にアクティブ・ラーニングを取り入れた教育方法を実施します。 

③ 学生による到達度の自己認識 

卒業までに修得すべき汎用的能力を測定する検査を各年度末に行い、学修到達度

（成長した点と改善が必要な点）を明らかにします。検査と合わせて、ゼミ担当

教員との個人面談を実施し、これまでの学修の振り返りや進捗管理を行います。 

(3) 教育評価 

① 進級要件 

2 年次終了時に、3 年次以降で学修する高度な専門科目や専門演習に取り組む基

礎力があるかどうかを判定します（進級判定）。進級判定に用いる指標は、総修

得単位数および指定した専門科目の単位修得です。  

② 卒業要件 

4 年間の課程のなかで 124 単位以上の単位修得と必修等の条件を満たしている

かどうかによって判定します。このほか、履修規程に定める累積 GPA 基準値を

超えていることも原則として求めます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>人間学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【人間学部 入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

本学部は心理学を基盤とした「人間に対する深い理解と、その理解に基づく社会・地域

貢献ができる人材」の育成をめざし、そのためのディプロマ・ポリシーおよびカリキュラ

ム・ポリシーを定めています。これらポリシーに定める教育を受けるための条件として、

次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。 

(1) 高等学校までの教育課程を幅広く修得している。 

(2) 高等学校までの履修内容のうち、「国語」や「英語」、「数学」などの学習活動に真

摯な態度で積極的に取り組んできた。 

(3) 心身の発達と健康、豊かな対人関係の構築、自他の充実した生活づくり、地域のスポ

ーツ・文化の発展・創造・継承等の問題に対する関心と学修意欲を持っている。 

 

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅲ.教育研究上の目的>人間学部・看護

学部の目的【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【看護学部 教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

本学の建学の精神である『人間理解と地域貢献』に基づき構成されたディプロマ・ポリ

シーを達成するために、カリキュラムは「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」の３

つの分野で編成しています。カリキュラム編成の方針は次の通りです。 

(1) 「基礎分野」では、看護の職務を遂行する上で必要となる豊かな人間性や倫理観、使命

感を自ら培うこと、「専門基礎分野」では、人の生命の仕組みと働きおよび疾病・障

がいの基盤を学習し、その知識に基づき論理的に思考する力を養うこと、「専門分野」

では、看護学の基礎的な概念・理論を人の発達段階や健康レベルの視点から理解し、

健康課題の解決に向け根拠に基づいた実践能力を身につけることを学びます。 

(2) 一人の人間を総合的に理解することは、看護実践に欠かせないものです。そのため、

他者と関係を築くための相互コミュニケーション能力を育むための科目や人の心を



  

深く洞察するための心理学の科目を基礎分野から学びます。その上で、人間一人ひと

りの生命と尊厳と権利の在り方を理解し、それらを護る力を備えられるよう専門分野

まで発展させて学んでいきます。 

(3) 看護は専門的知識をもとに、人に起きた現象を解釈し根拠に基づいた実践により支援

します。そのために必要な知識を系統立てて学び、それらの統合・実践の技術を積み

上げ式に学んでいくことで、臨床判断力の向上を目指します。また実践と省察を繰り

返し、健康課題に向き合う力と解決する力を身につけます。 

(4) 地域共生社会の実現のためには、地域で暮らす人々の様々な環境、生活背景を理解し、

それらと相互作用していく発達段階、健康レベルに個別的にまたシステム的に対応し

ていかなければなりません。そのために１年次より地域で生活を営む人とその支援を

体験しながら学ぶ機会を設け、その上でその人らしさの実現に必要とされるヘルスプ

ロモーションの概念や地域支援の施策・連携を学んでいく科目を配置しています。同

時に地域の防災に関する科目を通じて、地域特性に合わせた互助に対する意識を高め

ていきます｡ 

(5) 多様な人々を支える看護職は自らも変化・成長し続け、心地よい対応の幅を広げてい

くことが大切です。また看護の役割は多職種との連携・協働することも担っています。

そのためにＩＣＴも活用しながら適切な情報を集め、自分の力で考え選択し行動する

力を養う科目を４年間通して配置し、他の科目においても仲間を通じてリーダーシッ

プおよびメンバーシップを発揮していく学習形態を多く取り入れています。また学年

が上がるにつれて、自分の興味・関心を深め将来の専門性を意識できる科目を配置し

ています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>看護学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【看護学部 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の建学の精神は、「人間に対する理解を深め、広く社会と地域に貢献できる人材を

育成する」ことです。この精神を具体化するために、卒業までに「自ら考え、判断し、行

動する能力」と「他者を尊重・理解し、関係を構築する能力」をあわせもつ「人間力」を

培い、地域に貢献できる人材を育成することを教育理念に置いています。 

看護学部はこれらの教育理念を受け、本学部の課程において 124 単位以上（保健師教育

課程 130 単位以上）の単位修得と必要科目の履修等の条件を充たし、次のような能力・資

質を備えた人物に学位を授与します。 

(1) 自ら成長する力 （知識・理解）（態度・志向性） 

① 自己の将来像と目標をもち、社会人として自ら考え、判断し、行動できる力を養

う。 

② 学習の経験を関連付けながら学修を重ね、専門職としての使命と役割を認識でき

る。 

(2) 他者と関係性を築く力 （汎用的技能） 

① 相手の考えを尊重し、自己の考えも相手に伝える豊かなコミュニケーション力を

身につける。 

② 多様な価値観・信条をもつ人々に対し、共感的態度で接し、信頼関係を築くこと

ができる。 

(3) 人間の生命と尊厳を護る力 （態度・志向性） 

① 愛しみのこころをもち、人間の生命と尊厳、権利を護り、その人らしい生き方を

支援できる。 

② 自己を省みる姿勢をもち、誠実で責任のある行動をとることができる。 

(4) 人間を総合的に理解する力 （汎用的技能） 

① 様々な環境、生活背景を持つ人々を、身体的、精神的、社会的、文化的側面から

理解できる。 



  

② あらゆる発達段階、健康レベルにある人々を、地域で生活を営む人として捉える

ことができる。 

(5) 論理的に思考し、根拠に基づき実践する力 （統合的な学習経験と創造的思考力） 

① 対象者の健康課題を思考、判断し、根拠に基づいた最良のケアを計画、実施、評

価できる。 

② 対象者の意思決定を支え、自立を支える柔軟かつ創造的なケアを導くことができ

る。 

(6) 協働、連携する力 （態度・志向性）（汎用的技能） 

① 多様な看護活動の場を理解し、保健・医療・福祉チームの一員として多職種と協

働、連携できる。 

② 健康づくりのパートナーとして、コミュニティの人々と共に健康推進活動に参

画、実践できる。 

(7) グローバルな視野で応用する力 （総合的な学習経験と創造的思考力） 

① 人々の健康や生活を捉え、国、民族、文化の違いを超えた看護の役割を認識でき

る。 

② 地域の健康課題の解決、ヘルスシステムの充実に向けて、包括的な視野から政策

を考察できる。 

(8) 継続学習と社会に発信する力 （総合的な学習経験と創造的思考力） 

① 多様化する人々の健康ニーズに対し、広域的、継続的に専門性を深化、探求する

力を身につける。 

② 社会の動向や技術の進展をふまえ、看護の発展に寄与、発信する姿勢を身につけ

る。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>看護学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【看護学部 教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

本学の建学の精神である『人間理解と地域貢献』に基づき構成されたディプロマ・ポリ

シーを達成するために、カリキュラムは「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」の３

つの分野で編成しています。カリキュラム編成の方針は次の通りです。 

(1) 「基礎分野」では、看護の職務を遂行する上で必要となる豊かな人間性や倫理観、使命

感を自ら培うこと、「専門基礎分野」では、人の生命の仕組みと働きおよび疾病・障

がいの基盤を学習し、その知識に基づき論理的に思考する力を養うこと、「専門分野」

では、看護学の基礎的な概念・理論を人の発達段階や健康レベルの視点から理解し、

健康課題の解決に向け根拠に基づいた実践能力を身につけることを学びます。 

(2) 一人の人間を総合的に理解することは、看護実践に欠かせないものです。そのため、

他者と関係を築くための相互コミュニケーション能力を育むための科目や人の心を

深く洞察するための心理学の科目を基礎分野から学びます。その上で、人間一人ひと

りの生命と尊厳と権利の在り方を理解し、それらを護る力を備えられるよう専門分野

まで発展させて学んでいきます。 

(3) 看護は専門的知識をもとに、人に起きた現象を解釈し根拠に基づいた実践により支援

します。そのために必要な知識を系統立てて学び、それらの統合・実践の技術を積み

上げ式に学んでいくことで、臨床判断力の向上を目指します。また実践と省察を繰り

返し、健康課題に向き合う力と解決する力を身につけます。 

(4) 地域共生社会の実現のためには、地域で暮らす人々の様々な環境、生活背景を理解し、

それらと相互作用していく発達段階、健康レベルに個別的にまたシステム的に対応し

ていかなければなりません。そのために１年次より地域で生活を営む人とその支援を

体験しながら学ぶ機会を設け、その上でその人らしさの実現に必要とされるヘルスプ

ロモーションの概念や地域支援の施策・連携を学んでいく科目を配置しています。同

時に地域の防災に関する科目を通じて、地域特性に合わせた互助に対する意識を高め



  

ていきます｡ 

(5) 多様な人々を支える看護職は自らも変化・成長し続け、心地よい対応の幅を広げてい

くことが大切です。また看護の役割は多職種との連携・協働することも担っています。

そのためにＩＣＴも活用しながら適切な情報を集め、自分の力で考え選択し行動する

力を養う科目を４年間通して配置し、他の科目においても仲間を通じてリーダーシッ

プおよびメンバーシップを発揮していく学習形態を多く取り入れています。また学年

が上がるにつれて、自分の興味・関心を深め将来の専門性を意識できる科目を配置し

ています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：聖泉大学 HPによる公表） 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(教育上の基礎的な情報) >1.学部、学科、課程、

研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的>Ⅱ.3つのポリシー>看護学部【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

（概要） 

【看護学部 入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）】 

看護学部は学位授与方針および教育課程編成の方針に定める人材を育成するために、次

に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。 

(1) 人々の健康と生活、人を取り巻く地域・環境に関心を持ち、看護学に関する学習に意

欲的に取り組める者 

(2) 看護学を学ぶ上で基礎となる主要教科の学力を有する者 

(3) 看護学を学ぶ上での基礎的なコミュニケーション能力を有する者 

(4) 将来、看護学の発展および地域社会に貢献しようと努力する者 

(5) 自らの健康状態や生活習慣に対する管理ができている者 

 

各試験区分において求める人材 

① 総合型選抜 

アドミッション・ポリシーを理解し、明確な目標をもって本学における学びに取組む

強い意欲が認められる者で、将来、看護職として地域社会に貢献しようと努力できる

者 

② 学校推薦選抜 

学校長が思考分析能力、人間と社会への関心といった面で学業成績、人物ともに優れ

ていると認め、看護に対する資質を有する者 

③ 一般選抜 

広く出願資格を有する人材に対して、看護学を学ぶ上で必要な思考分析能力と合わせ

て、看護学を学ぶ上で有用な特定科目の学習能力を有する者 

④ 大学入学共通テスト利用選抜 

広範囲の思考分析能力と学習能力を身につけ、看護学を学ぶ上で有用な特定科目の学

習能力を有する者 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：聖泉大学 HPによる公表 

トップ>大学案内>情報公開>教育情報(修学上の情報等)>1.教員組織>教育研究組織図

【PDF】 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

人間学部 － 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

看護学部 － 6 人 7 人 2 人 2 人 5 人 22 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 59 人 59 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：聖泉大学ＨＰ 各学部の「教員紹介」のページに掲載 

人間学部 https://www.seisen.ac.jp/intro/teacher#b-929315 

看護学部 https://www.seisen.ac.jp/intro/teacher#b-927129 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間学部 0 人 0 人 0％ 85 人 25 人 29.4％ 0 人 0 人 

看護学部 90 人 66 人 73.3％ 350 人 291 人 83.1％ 0 人 0 人 

合計 90 人 66 人 73.3％ 435 人 316 人 72.6％ 0 人 0 人 

（備考） 

令和 6 年度より、人間学部は学生募集停止。 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間学部 
39 人 

（100％） 

6 人 

（  15.4％） 

26 人 

（  66.7％） 

7 人 

（  17.9％） 

看護学部 
58 人 

（100％） 

2 人 

（   3.4％） 

56 人 

（  96.6％） 

0 人 

（    0％） 

合計 
97 人 

（100％） 

8 人 

（   8.2％） 

82 人 

（  84.5％） 

7 人 

（    7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 本学におけるシラバスの作成は、全ての学部において教務システムを利用し、以下の手順で

作成及び学生に公開している。 

 教務委員会において、「シラバス作成要項」を作成（改訂）の上、1 月上旬に各授業担当

教員に作成依頼し、各授業担当教員は、教務システムにより要項に従ってシラバス原稿

を入力する。 

 入力内容については、教務委員会において「シラバスチェック実施要項」に基づいてチェ

ックし、授業担当者の修正等を経て完成する。 

 ３月下旬に教務システムにより、学生に公開するが、別途、聖泉大学ＨＰの情報公開のペ

ージにおいても公開している。 

 

シラバスの記載項目としては、(1)授業コード（ナンバリング）、(2)ディプロマ・ポリシー、

(3)授業の概要、(4)授業のねらい、(5)授業の到達目標、(6)授業スケジュール、(7)履修要件、

(8)成績評価の方法・基準、(9)教科書・テキスト、(10)参考書、(11)授業外学習の指示及び課

題等のフィードバックの方法、(12)オフィスアワー、(13)担当教員からのメッセージ、(14)担

当教員の連絡先としている。また、実務家教員の担当する授業については、「実務経験のある

教員等による授業科目」としてチェックボックスを設けており、教務システムからの検索によ

って抽出することも可能としている。また、記載項目(11)に課題等のフィードバック方法を掲

載し、学生の継続的な学習がより充実するように明記することとしている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 本学では、予め学生に示したシラバスにおいて、各授業科目に設定された「授業の到達目標」

と「成績評価の方法・基準」に基づき、厳格かつ適正に成績評価を行っている。また、各学部

の教育目的に応じ配置された授業科目を所定の方法により履修し、単位を修得することで、各

学部のディプロマ・ポリシーに示す能力を身に付けた者に対して学士の学位を授与する。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間学部 人間心理学科 124 単位 有・無 単位 

看護学部 看護学科 124 単位 有・無 単位 



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：聖泉大学 HPによる公表 

トップ>大学案内>キャンパスマップ 

https://www.seisen.ac.jp/intro/campus_map 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間学部 
人間心理

学科 
780,000 円 200,000 円 260,000 円 

R6 より学生募集停止のため、

R5 の情報を掲載 

その他：教育充実費 

看護学部 看護学科 1,050,000 円 200,000 円 540,000 円 
その他：実験・実習費、 

教育充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学独自の給付型奨学金や他機関の奨学金制度などの修学経費支援については、聖泉大

学ＨＰ（https://www.seisen.ac.jp/admissions/entrance/tuition）「奨学金」のページ

に掲載している。 

また、修学上の相談体制としては、担任制をとっており、担当教員が修学や学生生活全

般にわたって相談に応じる体制をつくっている。さらに、全教員がオフィスアワーを設

け、シラバスにおいて明示しており、学生からの相談に応じている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

  進路選択に係る支援については、キャリアアドバイザーを配置し学生課が窓口となり、

学生・保護者の相談に応じている。進路状況については、聖泉大学ＨＰ

（https://www.seisen.ac.jp/life/career）「就職・進路」のページに掲載し公表してい

る。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に係る支援に関しては、保健室担当者及び大学所属のカウンセラー

が行っている。特に、メンタル的な支援については、臨床心理士に繋ぎ学生・保護者から

の様々な相談に応じている。また、学生相談室を保健室に設置予定である。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：聖泉大学ＨＰによる公表 トップ>大学案内>情報公開 

https://www.seisen.ac.jp/intro/disclosure 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

82人（　53　　）人

後半期

79人（　53）人

14人

15人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

聖泉大学

学校法人聖泉学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
83人（　53）人

14人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F125310107324

（備考）

17人 11人

内
訳

第Ⅲ区分 －　人 －　人

（うち多子世帯） （　　　　－　人） （　　　　－　人）

（うち多子世帯） （　　　　－　人） （　　　 　0　人）

第Ⅱ区分

14人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　－　人） （　　　　－　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 32人 35人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　0　　）人

82人（　53　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

－　人 人 人

人 人

－　人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の
単位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

－　人 人 人

－　人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

計 －人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ －人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 －人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 －人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数
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